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概 要 版 
 

総ごみ排出量（＝家庭ごみ量＋事業系ごみ量＋集団回収量）： 

リサちゃん 

リユちゃん 

リデュちゃん 

令和５年３月 

基本事項 

R5 

年度 

R6 

年度 

R7 

年度 

R8 

年度 
R9 
年度 

R10 

年度 

R11 

年度 

R12 

年度 

R13 

年度 
R14 
年度 

    

中
間
目
標
年
度 

    

最
終
目
標
年
度 

 

本計画の計画期間 

平成 24 年度から減少傾向を示し

ていたものの、令和元年度から増加

に転じ、令和 3 年度に再び減少して

います。1 人 1 日当たりに換算した

排出量（原単位）についても、同様の

傾向を示しています。 

 食品ロス 

削減推進計画 

生活排水 

処理基本計画 

ごみ処理 

基本計画 

一般廃棄物処理基本計画 

本市では平成 22 年 2 月に実施し

た「ごみ改革」により、ごみの減量化

に成功しましたが、近年はごみ量の

推移がおおむね横ばいとなっている

現状を踏まえ、本計画を策定します。 

本計画は更なるごみの減量とリサ

イクルの推進を目指し、できる限り

環境に負担をかけず、資源物を循環

させる“循環型都市「府中」”の実現

に向け、本市がどのような施策を展

開すべきかを、市民・事業者の皆さん

と共有し、共に連携し合っていく 

ための中長期的な計画とします。 

本市の現状 

 ごみ量 

66,682 66,167 65,304 65,428 64,129 63,190 62,797 63,833 65,033 64,677 
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0

100

200

300

400

500

600

700

800

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3

（g/人・日）（t）

年度

家庭ごみ 事業系ごみ 集団回収 原単位

令和のごみ量は、新型コロナウイルス 

感染症による生活様式の変化などが

影響しているみたいだね。 



2 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

家庭ごみ量 集団回収量 

燃やすごみ 燃やさないごみ 

容器包装プラスチック 

指定収集袋ごとにごみの品目（組成）の

重量比（％）を分析調査したよ。 

燃やすごみ、燃やさないごみには、それぞれに 

紙類や容器包装プラスチックなどの資源化

できるものが多く混入しているね。 

 組成分析（R4 年度実績） 

平成24年度から平成30年度までおおむね

減少傾向にありましたが、令和元年度から令和

2 年度にかけて増加しています。一方、令和 3

年度においてはごみ量が減少しています。 

平成 24 年度から減少傾向を示しています。

平成 24 年度と令和 3 年度を比較すると、ほぼ

すべての品目で減少傾向を示しています。 

資源物や燃やさないごみ（不燃ごみ）などの

分別不適物は、約 23％を占めており、中でも 

新聞、段ボール、雑誌・雑がみなどの紙類が約

10％と最も多く、容器包装プラスチックも約

9％と多くなっています。 

資源物や燃やすごみ（可燃ごみ）などの分別

不適物は、約 17％を占めており、燃やすごみ 

以外では容器包装プラスチックが約 5％と最

も多くなっています。 

燃やさないごみ（不燃ごみ）などの分別不適

物は、約 12％を占めており、中でも可燃ごみ

が約 5％、不燃ごみが約 6％と大部分を占めて

おります。 

容器包装プラ

スチック
87.72%

可燃ごみ
4.60%

不燃ごみ
6.07%

びん類・

缶類
0.07%

紙類 0.52%

繊維 0.05%

ペット

ボトル
0.92%

危険物・

有害物等
0.05%

分別不適物
12.28%

不燃ごみ
82.97%

可燃ごみ
9.71%

びん・缶類
1.03%

紙類 0.69%

繊維 0.20%

容器包装プ

ラスチック
5.23%

ペットボトル
0.03%

危険物（スプ

レー缶等）
0.14%

分別不適物
17.03%

50,973 
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厨芥
35.39%

木・草類、

せん定枝葉
5.13%

紙おむつ
2.54%

その他可燃物
34.31%

びん・

缶類
0.05%紙類

9.52%

繊維
2.09%

容器包装プ

ラスチック

9.28%

ペット

ボトル
0.09%

不燃ごみ
1.60%

分別不適物
22.63%
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本市は、平成 26 年 10 月に「市民協働都市」を宣言しているほか、令和 3 年 11 月にゼロ

カーボンシティを表明しています。今後も市民及び事業者と協働し、より一層の環境負荷低減に

努めることとし、これまでの施策とその成果を踏まえ、引き続き 3R の推進及び各主体間の連携

に取り組み、市民、事業者及び行政の協働による環境負荷の少ない “循環型都市「府中」”を 

目指します。 

市民・事業者・行政の協働による 

環境負荷の少ない“循環型都市「府中」” 

基本理念 

基本方針 

基本的な枠組み 

ごみ減量が停滞している現状に鑑み、ごみそのものを発生させないことを重視し、一人 

一人が“もったいない”の心を持って日常生活や事業活動を見直す行動につなげられるよう、

3R の中でも優先順位の高い 2R（発生抑制・再使用）の取組を推進していきます。 

“もったいない”の心で、発生抑制と再使用の推進 １ 

発生抑制・再使用を進めてもどうしても排出されてしまうごみについては、資源物として

分別し、可能な限り資源化を進めます。資源化に当たっては、地域での取組や事業者と連携

した取組等についても積極的に推進することで、更なる資源循環を目指します。 

“ごみ”から“資源”へ、更なる資源循環への取組 ２ 

快適で安全な生活環境を維持するため、環境負荷やコストの低減等の多様な視点から、 

ごみや資源物の安定的・効率的な処理体制の確保を図ります。また、大規模災害等の非常 

事態時における適正な処理体制の確保等にも努めていきます。 

安定的・効率的なごみ処理体制の確保 ３ 
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目 標 値 ①    市民 1人 1日当たりの燃やすごみ排出量 

令和 9 年度：356 グラム以下 

令和 14 年度：353 グラム以下 

目 標 値 ②  最終処分場での埋立処分量 

今後も埋立処分量 0 トンを維持します。 

参考指標 ①  市民 1人当たりの年間粗大ごみ排出量 

令和 9 年度及び令和 14 年度：7.46 キログラム以下 

参考指標 ②  市民 1人 1日当たりの収集後資源化量 

令和 9 年度：１人１日当たり 83 グラム以上 

令和 14 年度：１人１日当たり 84 グラム以上 

参考指標 ③  総資源化率 ※総資源化量÷（家庭ごみ量+事業系ごみ量+集団回収量） 

多摩地域 1 位を目指します（令和 3 年度：多摩地域３０市町村中１２位）。 

目指すべき目標と参考となる指標を考えたよ！ 

みんなで協力して、環境にやさしい“循環型都市「府中」”をつくりあげよう！ 

目標値及び参考指標 

 
食パン 6 枚切 1 枚 

約 60 グラム 
 

残さず食べる、 

紙類を分別するなど、 

燃やすごみの削減に 

繋げよう！ 

● ５7 グラムってどのくらい？ 

ペットボトルはすすぐ、

キャップ・ラベルは、 

容器包装プラスチックで 

出すなど、ごみ・資源物

の出し方カレンダーに 

書かれている 

分別ルールを守ろう！ 

 

 

● きちんと分別しよう！ 

 

 

 

 

 

 

 

まだ使えるものを 

次の利用者に譲り 

家庭から出る 

粗大ごみを 

1 品目減らそう！ 

● ジモティーを活用しよう！ 

 

＋12g 

－0.76 ㎏ 

－57ｇ 

※令和 3 年 5 月 11 日 協定締結 
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目標を達成するために、以下の施策を実施していきます。 

施 策 

(1) 生ごみの発生抑制の推進 

(2) 食品ロスの削減の推進 

(3) 容器包装材等の発生抑制の推進 

(4) ＰＲ・広報の充実 

(5) 将来世代への環境教育の実施 

(6) 地域ごみ対策推進事業の推進 

(7) 民間事業者と連携したリユースの推進 

(8) 事業系ごみの排出指導の徹底 

(9) 市民・事業者の取組推進のための新たな制度の検討 

(10) 国や関係機関に対する要望 

 

(1) 分別排出ルールの徹底 

(2) 集団回収の拡充 

(3) 店頭回収・販売店回収の利用促進 

(4) 宅配回収や破砕機貸出制度の利用促進 

(6) 事業系ごみの分別排出の徹底・資源化の推進 

(5) 製品プラスチック等の新たな品目の資源化の検討 

 

〝
ご
み
〟
か
ら 

〝
資
源
〟
へ
、
更
な
る 

資
源
循
環
へ
の
取
組 

▲ ごみ収集の様子 

▲ 府中市リサイクルプラザ 

▲ ごみ・資源物カレンダー 

▲ ごみ情報紙 府中のごみ 

▲ 学校での出張説明会 

１ 

〝
も
っ
た
い
な
い
〟
の
心
で
、 

発
生
抑
制
と
再
使
用
の
推
進 

(1) 安全な処理運搬体制の確保 

(2) 適正な手数料の検討 

(3) 収集運搬における環境負荷の低減 

(4) 資源物の持ち去り対策 

(5) 高齢者等への排出支援 

(6) クリーンセンター多摩川の安定操業 

(7) 

(8) 処理困難物等の適正処理の推進 

(9) 最終処分量ゼロの維持 

(10) 不法投棄対策の推進 

(11) 非常事態時における適正処理体制の確保 

2 

 

安
定
的
・
効
率
的
な 

ご
み
処
理
体
制
の
確
保 

3 
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市民の皆さんの主な役割として、「排出者としての責任」と「地域の活動への参加」があります。 

担うべき役割の取組を一部紹介します。 

市民の役割 

   

分別 

●家庭から出るリサイクル

可能な資源物をきちんと

分別します。 

集団回収 

●家庭から出る古紙や新聞等

については、地域の団体が 

行っている集団回収に参加

します。 

●スーパーなどの店頭回収

を利用します。 

店頭回収 

分別の徹底・地域活動への参加 

  

堆肥化 

●生ごみ減量処理機や肥料化容器を使い、

生ごみの量を減らします。 

●できる限り水切りをしてから廃棄する

ように心掛けます。 

水切り 

生ごみの減量化 

   
●マイバック・マイボトル・

マイ箸を使います。 

●フリーマーケットの参加や

フリーマーケットアプリ等

の利用をします。 

マイボトル 

マイバッグ 

環境にやさしい 

商品の購入 

●ラベルレス製品や詰め替え

製品など、環境にやさしい 

商品を積極的に購入します。 

その他の取組 

フリーマーケット 

 

乾燥 
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目標値：年間の食品ロス発生量 

令和 9 年度：5,420 トン以下 

令和 14 年度：5,160 トン以下 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

発生抑制

有効活用

再生利用

(1)食べきり協力店
制度の実施

優先順位

(2)手前どりの働き
かけ

(3)フードドライブ、フードバンク活動及び
フードシェアリングサービスの実施

(4)生ごみ堆肥化容器
や生ごみ処理機の
購入補助制度

(5)生ごみ処理機の
貸出事業

…

……

………

食
品
ロ
ス
削
減
に
向
け
た
Ｐ
Ｒ
・
広
報

(6)

本計画では食品ロスの削減について、次の目標を掲げます。 

 

 

 

まだ食べることができる食品が廃棄 

されてしまうことを意味します。 

食品ロス削減推進計画 

 本市の現状 

 目標値 

 

 施 策 

食べ残し
16.18%

調理くず
57.82%

１００％

手つかず
21.91%

５０％

以上残存
2.80%

５０％

未満残存
1.30%

直接廃棄
26.00%

燃やすごみの中に入っている生ごみのうち、 

半分近く（直接廃棄と食べ残しの合計）が

食品ロスなんだよ。 

残さず食べきって、計画的に食材を使っていく 

必要があるんだね。 

生ごみ中の組成分析結果（令和 4 年度実績） 

賞味期限・消費期限に対する 

正しい認識を持つ、手前どりを行うなど、 

まだ食べられるものの廃棄を減らそう! 

－525t 

食品ロスとは？ 

● 食品ロスを減らそう！ 

 5,685
5,420

5,160

4,000

4,500

5,000

5,500

6,000

R4 R9 R14

（t）

（年度）
推計値 中間目標 最終目標

目標を達成するために、次の施策を実施していきます。 
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生活排水処理基本計画 

府中市 生活環境部 資源循環推進課 
住 所：〒183-8703 東京都府中市宮西町 2－24 

電 話：042（335）4400 

F A X：042（336）5181 

M a i l：risaikuru01@city.fuchu.tokyo.jp 

お問い合わせ先 

ふちゅうごみ資源物分別アプリ 

Android IPhone  

IPhone (他言語) 

▲ 食べきり協力店制度        ▲ フードドライブにて集まった食品 

 

▲ 手前どりの呼びかけ        ▲ ごみ減量化処理機器の購入費補助 

 

 本市の取組状況 

本市では、下水道の面整備が完了しています。したがって、生活排水処理は仮設便所を除き 100％

水洗化を目指して、全て下水道で処理することを目標とします。また、目標の達成に向けて、広報等

により、非水洗化世帯に水洗化への切替えの呼び掛け等を継続して実施します。 

ジモティー 市公式 Twitter 

（リサちゃん＠府中市）

「） 

府中市が推奨しているアプリ・SNS 

※令和 3 年 5 月 11 日 協定締結 

Android (他言語) 

左： 

堆肥化容器 

(コンポスト) 

右： 

減容化処理機器 

(生ごみ処理機) 


